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論文審査の要旨 

 

 思春期側弯症は進行すれば美容的な問題だけでなく心肺機能障害などの合併症を

引き起こし生命に危険を及ぼすこともある。そのために側弯症検診は法的に義務付け

てられているが、その運用の方法は自治体によりさまざまである。これまでに一つの地

方自治体で全例モアレ法を用いた検診を行い、その２３年間の長期にわたる結果を調

査した報告はこれまで見られない。後ろ向き研究であるが、長期にわたる報告である

ため調査期間内の比較が可能で、経時的な変化をとらえることができている。その結

果、近年における女子の有病率の増加など新しい知見も得られた。奈良市の側弯症

の有病率の低さや検診における偽陽性率の高さ、そしてモアレ法の経費の高さなどの

問題点を指摘し、また感度・特異度、費用対効果が不明であるなど検診の課題も明ら

かにした。 

今後これらの問題を解決していくことにより側弯検診の改善に貢献し、さらには側弯

症の治療効果を高める可能性があると考えられ、その道筋を与えたという点で今後の

側弯症治療に寄与する有意義な調査研究と評価でき、博士（医学）の学位に値すると

考える。                  
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに整形外科学の進歩に寄与するところが

大きいと認める。 
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